
(57)【要約】

【課題】レーザ光源を劣化させることなく、内視鏡観察

画像上で少なくとも判別可能な領域を蛍光観察する。

【解決手段】励起光λexをx軸スキャニングミラー１６

及びy軸スキャニングミラー１７と集光レンズ１８とを

用いて、集光させた状態で生体組織１９に２次元走査し

て照射することにより、レーザ光源１２の出射光量を高

めることなく蛍光観察すると共に、白色光もスキャニン

グして画像化することで通常観察域と同一領域での蛍光

観察を同時に行う。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 波 長 の 励 起 光 を 発 光 す る 励 起 光 発 光 手 段 と 、
　 白 色 光 を 発 光 す る 白 色 光 源 と 、
　 前 記 励 起 光 を 被 検 体 に 伝 送 す る 第 １ の 光 伝 送 手 段 と 、
　 前 記 白 色 光 を 前 記 被 検 体 に 伝 送 す る 第 ２ の 光 伝 送 手 段 と 、
　 　 前 記 第 ２ の 光 伝 送 手 段 に よ り 伝 送 さ れ た 前 記 励 起 光 を 前 記 白 色 光 の 前 記 被 検 体 へ の 照
射 領 域 内 の 所 定 領 域 に 走 査 す る 励 起 光 走 査 手 段 と 、
　 前 記 励 起 光 走 査 手 段 と 前 記 被 検 体 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 励 起 光 を 前 記 被 検 体 に 集 光 さ
せ る 集 光 手 段 と 、
　 前 記 被 検 体 か ら の 前 記 白 色 光 の 反 射 光 を 受 光 す る 反 射 白 色 光 受 光 手 段 と 、
　 前 記 励 起 光 に よ り 前 記 被 検 体 よ り 励 起 さ れ た 蛍 光 を 受 光 す る 蛍 光 受 光 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 反 射 白 色 光 受 光 手 段 が 受 光 し た 受 光 信 号 に 基 づ き 前 記 被 検 体 の 観 察 画 像 を 生 成 す る
観 察 画 像 生 成 手 段 と 、
　 前 記 蛍 光 受 光 手 段 が 受 光 し た 受 光 信 号 に 基 づ き 前 記 被 検 体 の 蛍 光 画 像 を 生 成 す る 蛍 光 画
像 手 段 と 、
　 前 記 観 察 画 像 と 前 記 蛍 光 画 像 を 合 成 す る 画 像 合 成 手 段 と
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 光 伝 送 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 光 伝 送 手 段 は 同 一 の 光 伝 送 手 段 に よ り 構 成 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 励 起 光 発 光 手 段 は 、 白 色 光 を 発 光 す る 光 源 手 段 と 、 前 記 光 源 手 段 か ら の 白 色 光 の う
ち 前 記 所 定 波 長 の 励 起 光 の み を 透 過 す る 透 過 フ ィ ル タ と か ら な る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 励 起 光 発 光 手 段 は 、 レ ー ザ 光 源 か ら な る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も 、 前 記 第 １ の 光 伝 送 手 段 、 前 記 第 ２ の 光 伝 送 手 段 、 前 記 励 起 光 走 査 手 段 及 び
前 記 集 光 手 段 は 、 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 内 に 設 け ら れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ ま た は ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 蛍 光 観 察 内 視
鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 集 光 手 段 は 、 前 記 励 起 光 発 光 手 段 か ら の 励 起 光 が 前 記 被 検 体 に 照 射 さ れ る 際 の 集 光
度 合 を 任 意 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 集 光 度 変 化 手 段 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 集 光 度 変 化 手 段 は 、 形 状 可 変 ミ ラ ー で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 、 詳 し く は 、 被 検 査 対 象 に 励 起 光 を 照 射 し 、 そ の 被 検 査
対 象 か ら 発 す る 蛍 光 よ り 、 疾 患 部 位 を 観 察 、 診 断 す る 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 等 に よ り 生 体 か ら の 自 家 蛍 光 や 、 生 体 へ 薬 物 を 注 入 し 、 そ の 薬 物 の 蛍 光 を
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２ 次 元 画 像 と し て 検 出 し 、 そ の 蛍 光 像 か ら 、 生 体 組 織 の 変 性 や 癌 等 の 疾 患 状 態 （ 例 え ば 、
疾 患 の 種 類 や 浸 潤 範 囲 ） を 診 断 す る 技 術 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 生 体 組 織 に 光 を 照 射 す る と そ の 励 起 光 よ り 長 い 波 長 の 蛍 光 が 発 生 す る 。 生 体 に お け る 蛍
光 物 質 と し て 、 例 え ば Ｎ Ａ Ｄ Ｈ （ ニ コ チ ン ア ミ ド ア デ ニ ン ヌ ク レ オ チ ド ） ， Ｆ Ｍ Ｎ （ フ ラ
ビ ン モ ノ ヌ ク レ オ チ ド ） ， ピ リ ジ ン ヌ ク レ オ チ ド 等 が あ る 。 最 近 で は 、 こ の よ う な 、 生 体
内 因 物 質 と 、 疾 患 と の 相 互 関 係 が 明 確 に な っ て き た 。 ま た 、 Ｈ ｐ Ｄ （ ヘ マ ト ポ ル フ ィ リ ン
） ， Ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｆ ｒ ｉ ｎ ， Ａ Ｌ Ａ （ δ － ａ ｍ ｉ ｎ ｏ 　 ｌ ｅ ｖ ｕ ｌ ｉ ｎ ｉ ｃ 　 ａ ｃ ｉ ｄ ） は
、 癌 へ の 集 積 性 が あ り 、 こ れ を 生 体 内 に 注 入 し 、 前 記 物 質 の 蛍 光 を 観 察 す る こ と で 疾 患 部
位 を 診 断 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 特 開 平 ８ － ２ ５ ２ ２ １ ８ 号 公 報 に は 、 励 起 用 の レ ー ザ 光 を 内 視 鏡 の ラ イ ト ガ イ
ド の 先 端 か ら 出 力 さ せ 蛍 光 観 察 を 行 う 技 術 手 段 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ５ ２ ２ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 特 開 平 ８ － ２ ５ ２ ２ １ ８ 号 公 報 に 開 示 さ れ た よ う な 従 来 の 技 術 手 段
で は 、 蛍 光 観 察 の 際 に 照 射 さ れ る 励 起 用 の レ ー ザ 光 の 光 量 が 所 定 光 量 で あ る た め 、 内 視 鏡
の 先 端 と 対 象 組 織 と の 距 離 に よ り 、 蛍 光 画 像 の 輝 度 が 変 化 し 、 見 え 具 合 が 変 化 し て し ま う
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 の 技 術 手 段 で は 、 光 量 を 一 定 に し た 状 態 で 蛍 光 観 察 の 分 解 能 を 高 め る た め 、
励 起 用 の レ ー ザ 光 の 照 射 領 域 を 極 め て 限 定 し て い た 。 こ の 場 合 、 通 常 の 内 視 鏡 観 察 域 と 比
べ 局 所 領 域 （ 数 ミ ク ロ ン 平 方 ） し か 照 射 し て い な い た め 、 照 射 胃 や 大 腸 の よ う な 広 い 空 間
で 蛍 光 観 察 を 行 う 場 合 、 励 起 光 照 射 の 中 心 部 分 か ら 離 れ た 所 で は 生 体 か ら の 自 家 蛍 光 が 得
ら れ に く い よ う な 場 合 が あ っ た 。 即 ち 、 広 い 範 囲 を 観 察 し よ う と す る と 、 観 察 も れ を 生 じ
て 観 察 性 が 悪 く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 レ ー ザ 光 源 を 劣 化 さ せ る こ と な く 、
内 視 鏡 観 察 画 像 上 で 少 な く と も 判 別 可 能 な 領 域 を 蛍 光 観 察 す る こ と の で き る 蛍 光 観 察 内 視
鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 は 、
　 所 定 波 長 の 励 起 光 を 発 光 す る 励 起 光 発 光 手 段 と 、
　 白 色 光 を 発 光 す る 白 色 光 源 と 、
　 前 記 励 起 光 を 被 検 体 に 伝 送 す る 第 １ の 光 伝 送 手 段 と 、
　 前 記 白 色 光 を 前 記 被 検 体 に 伝 送 す る 第 ２ の 光 伝 送 手 段 と 、
　 　 前 記 第 ２ の 光 伝 送 手 段 に よ り 伝 送 さ れ た 前 記 励 起 光 を 前 記 白 色 光 の 前 記 被 検 体 へ の 照
射 領 域 内 の 所 定 領 域 に 走 査 す る 励 起 光 走 査 手 段 と 、
　 前 記 励 起 光 走 査 手 段 と 前 記 被 検 体 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 励 起 光 を 前 記 被 検 体 に 集 光 さ
せ る 集 光 手 段 と 、
　 前 記 被 検 体 か ら の 前 記 白 色 光 の 反 射 光 を 受 光 す る 反 射 白 色 受 光 手 段 と 、
　 前 記 励 起 光 に よ り 前 記 被 検 体 よ り 励 起 さ れ た 蛍 光 を 受 光 す る 蛍 光 受 光 手 段 と
　 を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 レ ー ザ 光 源 を 劣 化 さ せ る こ と な く 、 内 視 鏡 観 察 画 像 上 で 少 な く と も 判
別 可 能 な 領 域 を 蛍 光 観 察 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 述 べ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ な い し 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 わ り 、 図 １ は 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す
構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 変 形 例 １ の 構 成 を 示 す 構 成 図 、 図 ３ は 図 １ の
蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 変 形 例 ２ の 構 成 を 示 す 構 成 図 、 図 ４ は 図 １ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の
変 形 例 ３ の 構 成 を 示 す 構 成 図 、 図 ５ は 図 ４ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 １ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ 管 腔 内 の 生
体 組 織 像 を 得 る 内 視 鏡 ２ と 、 内 視 鏡 ２ に 励 起 光 及 び 白 色 光 を 供 給 す る と 共 に 、 内 視 鏡 ２ で
得 ら れ た 生 体 組 織 像 を 撮 像 し 信 号 処 理 し て 生 体 組 織 画 像 を モ ニ タ 部 ３ に 表 示 さ せ る 観 察 処
理 装 置 ４ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 観 察 処 理 装 置 ４ は 、 白 色 光 を 発 光 す る 白 色 光 源 １ １ と 、 励 起 光 λ exを 発 光 す る レ ー ザ 光
源 １ ２ と を 備 え て い る 。 こ こ で 、 白 色 光 は 生 体 組 織 の 通 常 観 察 画 像 を 得 る た め に 光 で あ り
、 励 起 光 は 生 体 組 織 に お け る 蛍 光 （ 自 家 蛍 光 及 び 薬 剤 蛍 光 ） を 励 起 さ せ る た め の 光 で あ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 白 色 光 源 １ １ か ら の 白 色 光 及 び レ ー ザ 光 源 １ ２ か ら の 励 起 光 λ exは ハ ー フ ミ ラ
ー １ ３ に よ り 同 一 光 路 上 に 導 か れ 、 ハ ー フ ミ ラ ー １ ４ を 介 し て 内 視 鏡 ２ 内 を 挿 通 す る シ ン
グ ル 光 フ ァ イ バ １ ５ に 導 光 さ れ る 。 シ ン グ ル 光 フ ァ イ バ １ ５ か ら 出 射 し た 照 射 光 （ 励 起 光
λ ex＋ 白 色 光 ） は 所 定 の 軸 を 中 心 に 回 動 す る x軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ 及 び x軸 ス キ ャ ニ
ン グ ミ ラ ー １ ６ の 回 動 軸 に 直 交 す る 軸 を 中 心 に 回 動 す る y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ７ に よ
り ２ 次 元 走 査 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 x軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ 及 び y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ７ に よ り ２ 次 元 走 査 さ れ た 光
（ 励 起 光 λ ex＋ 白 色 光 ） は 集 光 レ ン ズ １ ８ を 介 し て 生 体 組 織 １ ９ に 照 射 さ れ る 。 す な わ ち
、 励 起 光 ＋ 白 色 光 は 、 生 体 組 織 １ ９ 上 の 所 定 の 通 常 内 視 鏡 観 察 領 域 を ２ 次 元 走 査 す る こ と
に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 生 体 組 織 １ ９ か ら の 戻 り 光 （ 蛍 光 λ em＋ 反 射 白 色 光 ） は 、 集 光 レ ン ズ １ ８ 、 x
軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ 及 び y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ７ を 介 し 逆 の 光 路 を 経 る こ と で
シ ン グ ル 光 フ ァ イ バ １ ５ に 導 光 さ れ 、 ハ ー フ ミ ラ ー １ ４ に よ り 照 射 光 （ 励 起 光 λ ex＋ 白 色
光 ） の 光 路 よ り 分 離 さ れ 、 さ ら に ハ ー フ ミ ラ ー ２ ０ に よ り 、 戻 り 光 （ 蛍 光 λ em＋ 反 射 白 色
光 ） は 、 蛍 光 λ emと 反 射 白 色 光 と に 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ハ ー フ ミ ラ ー ２ ０ に よ り 分 離 さ れ た 蛍 光 λ emは 蛍 光 観 察 用 の PMT２ １ に 撮 像 さ れ 、 PMT２
１ か ら の 撮 像 信 号 が 蛍 光 画 像 生 成 部 ２ ２ で 信 号 処 理 さ れ 生 体 組 織 １ ９ 上 の 蛍 光 画 像 が 生 成
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 ハ ー フ ミ ラ ー ２ ０ に よ り 分 離 さ れ た 反 射 白 色 光 は 通 常 観 察 用 の PD２ ３ に 撮 像 さ れ
、 PMT２ １ か ら の 撮 像 信 号 が 通 常 画 像 生 成 部 ２ ４ で 信 号 処 理 さ れ 生 体 組 織 １ ９ 上 の 通 常 画
像 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 蛍 光 画 像 及 び 通 常 画 像 は 、 同 一 の 走 査 手 段 で あ る x軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ 及 び y
軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ７ で ２ 次 元 走 査 さ れ て い る た め 、 走 査 領 域 及 び 走 査 タ イ ミ ン グ は
同 一 で あ る 。 こ の 結 果 、 通 常 画 像 生 成 部 ２ ４ で 生 成 し た 通 常 画 像 と 蛍 光 画 像 生 成 部 ２ ２ で
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生 成 し た 蛍 光 画 像 と を 画 像 合 成 部 ２ ５ に て 同 一 の タ イ ミ ン グ で 合 成 す る こ と で 、 通 常 画 像
の 画 像 領 域 上 に 蛍 光 画 像 を 有 す る 合 成 画 像 を モ ニ タ 部 ３ に 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 励 起 光 λ exを x軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ 及 び y軸 ス キ ャ ニ ン
グ ミ ラ ー １ ７ か ら な る ス キ ャ ニ ン グ 手 段 と 集 光 レ ン ズ １ ８ か ら な る 集 光 光 学 系 を 用 い て 、
集 光 さ せ た 状 態 で 生 体 組 織 １ ９ に ２ 次 元 走 査 し て 照 射 す る こ と に よ り 、 レ ー ザ 光 源 １ ２ の
出 射 光 量 を 高 め る こ と な く 、 出 力 の 弱 い 光 源 を 用 い て も 蛍 光 観 察 す る こ と が で き る 。 ま た
、 励 起 光 λ exと 白 色 光 を 、 同 一 の 走 査 手 段 で ス キ ャ ニ ン グ し て 画 像 化 す る こ と で 、 通 常 観
察 域 と 同 一 領 域 で の 蛍 光 観 察 を 同 時 に 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う に し て 、 本 実 施 例
で は 、 レ ー ザ 光 源 を 劣 化 さ せ る こ と な く 、 通 常 観 察 域 と 同 様 な 広 い 空 間 で 蛍 光 観 察 を 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 図 １ の 構 成 に 限 ら ず 、 以 下 の 変 形 例 １ な い し 変 形 例 ３ の 構 成 に お い て も 本 実 施 例
と 同 様 の 作 用 ／ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 変 形 例 １ ）
　 本 実 施 例 の 変 形 例 １ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 １ aで は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 （ 図
１ ） に 対 し て 、 レ ー ザ 光 源 １ ２ の 代 わ り に 白 色 光 源 １ ２ aと 波 長 λ exの 光 の み を 透 過 す る
透 過 フ ィ ル タ １ ２ bと を 用 い て 構 成 さ れ る 。 こ の 変 形 例 １ で は 白 色 光 源 １ ２ aか ら の 白 色 光
が 透 過 フ ィ ル タ １ ２ bに よ り 励 起 光 λ exに 変 換 さ れ ハ ー フ ミ ラ ー １ ３ に 導 光 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 変 形 例 ２ ）
　 本 実 施 例 の 変 形 例 ２ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 １ bで は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 （ 図
１ ） に 対 し て 、 レ ー ザ 光 源 １ ２ の 代 わ り に 、 第 １ の 励 起 光 λ ex1を 発 光 す る 第 １ の レ ー ザ
光 源 １ ２ dと 、 第 ２ の 励 起 光 λ ex2を 発 光 す る 第 ２ の レ ー ザ 光 源 １ ２ eと を 設 け 、 第 １ の 励
起 光 λ ex1は 本 実 施 例 （ 図 １ ） と 同 様 に 、 ハ ー フ ミ ラ ー １ ３ に よ り 白 色 光 と 同 一 光 路 上 に
導 き 、 第 ２ の 励 起 光 λ ex2は ハ ー フ ミ ラ ー ３ １ に よ り 白 色 光 と 同 一 光 路 上 に 導 く 。 ま た 、
ハ ー フ ミ ラ ー ２ ０ を 介 し た 第 １ の 励 起 光 λ ex1で 励 起 さ れ た 第 １ の 蛍 光 λ em1と 第 ２ の 励 起
光 λ ex2で 励 起 さ れ た 第 ２ の 蛍 光 λ em2を 分 離 す る ハ ー フ ミ ラ ー ３ ２ と 、 第 １ の 蛍 光 λ em1
を 撮 像 す る PMT２ １ a及 び 第 ２ の 蛍 光 λ em2を 撮 像 す る PMT２ １ bと を 有 し て い る 。 こ の 変 形
例 で は ２ 色 の 蛍 光 色 素 の 観 測 が 同 時 に 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 変 形 例 ３ ）
　 本 実 施 例 の 変 形 例 ３ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 １ cで は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 （ 図
１ ） に 対 し て 、 シ ン グ ル 光 フ ァ イ バ １ ５ の 代 わ り に 、 複 数 の シ ン グ ル 光 フ ァ イ バ を ラ イ ン
状 に 形 成 し た ラ イ ン 光 フ ァ イ バ バ ン ド ル １ ５ aを 用 い る 。 こ れ に よ り ス キ ャ ニ ン グ 手 段 を
構 成 す る x軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ 及 び y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ー １ ７ の 一 方 、 例 え ば x軸 ス
キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ を 固 定 ミ ラ ー １ ６ aと す る こ と が で き 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ラ イ ン
状 に 生 体 組 織 １ ９ 上 に 照 射 さ れ た 励 起 光 λ ex＋ 白 色 光 を 一 方 向 の み ス キ ャ ニ ン グ す る こ と
で 本 実 施 例 と 同 様 な 作 用 ／ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ な い し 図 ９ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 わ り 、 図 ６ は 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す
構 成 図 、 図 ７ は 図 ６ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 図 、 図 ８ は 図 ６ の 蛍 光 観 察 内
視 鏡 装 置 の 変 形 例 の 構 成 を 示 す 構 成 図 、 図 ９ は 図 ７ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す
る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 例 ２ は 、 実 施 例 １ と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明 し 、 同 一 の 構 成 に
は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 ５ １ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ 管 腔 内 の
生 体 組 織 像 を 撮 像 す る 内 視 鏡 ２ と 、 内 視 鏡 ５ ２ に 励 起 光 及 び 白 色 光 を 供 給 す る と 共 に 内 視
鏡 ２ で 得 ら れ た 生 体 組 織 像 の 撮 像 信 号 を 信 号 処 理 し て 生 体 組 織 画 像 を モ ニ タ 部 ３ に 表 示 さ
せ る 観 察 処 理 装 置 ５ ４ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　  本 実 施 例 の 内 視 鏡 ５ ２ は 、 観 察 処 理 装 置 ５ ４ の 白 色 光 源 １ １ か ら の 白 色 光 を 先 端 に 伝
送 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ５ ０ を 内 挿 し て い る 。 ま た 、 観 察 処 理 装 置 ４ の レ ー
ザ 光 源 １ ２ か ら の 励 起 光 λ exは 実 施 例 １ と 同 様 に シ ン グ ル 光 フ ァ イ バ １ ５ で 導 光 さ れ x軸
ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ 及 び y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ７ に よ り ２ 次 元 走 査 さ れ て 集 光 レ
ン ズ １ ８ を 介 し て 生 体 組 織 １ ９ の 所 定 範 囲 （ 例 え ば 通 常 観 察 領 域 の １ ０ ％ 以 上 の 範 囲 ） に
わ た り に 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は x軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ 及 び y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ７ は 、 観
察 処 理 装 置 ５ ４ に 設 け ら れ た ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー 角 度 調 整 部 ５ ８ に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 の 内 視 鏡 ５ ２ は 、 ハ ー フ ミ ラ ー ５ ５ 、 通 常 観 察 用 の CCD５ ６ 及 び 蛍 光 観
察 用 の CCD５ ７ を 内 蔵 し て お り 、 反 射 白 色 光 が ハ ー フ ミ ラ ー ５ ５ を 介 し て 通 常 観 察 用 の CCD
５ ６ に よ り 撮 像 さ れ 、 蛍 光 λ exが ハ ー フ ミ ラ ー ５ ５ を 介 し て 蛍 光 観 察 用 の CCD５ ７ に よ り
撮 像 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 実 施 例 と 同 様 に 、 観 察 処 理 装 置 ５ ４ に お い て 、 CCD５ ７ か ら の 撮 像 信 号 が 蛍 光
画 像 生 成 部 ２ ２ で 信 号 処 理 さ れ 生 体 組 織 １ ９ 上 の 蛍 光 画 像 が 生 成 さ れ 、 CCD５ ６ か ら の 撮
像 信 号 が 通 常 画 像 生 成 部 ２ ４ で 信 号 処 理 さ れ 生 体 組 織 １ ９ 上 の 通 常 画 像 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 観 察 処 理 装 置 ５ ４ の 画 像 合 成 部 ２ ５ で は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 通 常 画 像 の 画 像 領 域 上 に 蛍
光 画 像 を 有 す る 合 成 画 像 を 生 成 す る が 、 こ の と き 、 画 像 合 成 部 ２ ５ は ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー
角 度 調 整 部 ５ ８ か ら の ミ ラ ー 角 度 情 報 ６ ５ に 基 づ い て 蛍 光 画 像 の 通 常 画 像 の 画 像 領 域 上 の
位 置 を 算 出 し て 蛍 光 画 像 を 通 常 画 像 に 合 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の 他 の 構 成 ／ 作 用 は 実 施 例 １ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 励 起 光 を 通 常 観 察 範 囲 全 体 に 照 射 せ ず に 、 照 射 範 囲 を 限 定 し
集 光 し て ２ 次 元 走 査 す る こ と よ り 、 出 力 の 強 く な い レ ー ザ 光 を 用 い て も 効 率 的 に 蛍 光 を 発
生 さ せ る こ と が で き 、 レ ー ザ 光 源 を 劣 化 さ せ る こ と な く 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 モ ニ タ 部 ３
の 内 視 鏡 観 察 画 像 ５ ９ 上 で 判 別 可 能 な 領 域 ６ ０ で 蛍 光 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 x軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ６ 及 び y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ７
を CCD５ ６ の フ レ ー ム レ ー ト で ２ 次 元 走 査 す る こ と で 、 蛍 光 を CCD５ ６ に よ り 撮 像 す る よ う
に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 画 像 合 成 部 ２ ５ を 必 要 と せ ず 、 通 常 画 像 生 成 部 ２ ４ に お い て 、
通 常 画 像 は ビ デ オ レ ー ト で 更 新 さ れ 、 蛍 光 画 像 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 x軸 ス キ ャ ニ ン グ
ミ ラ ー １ ６ 及 び y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー １ ７ に よ る ス キ ャ ニ ン グ レ ー ト か 、 CCD５ ６ の フ レ
ー ム レ ー ト か の う ち 、 遅 い 方 に 基 づ き 更 新 さ れ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ０ な い し 図 １ ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 わ り 、 図 １ ０ は 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 構 成
を 示 す 構 成 図 、 図 １ １ は 図 １ ０ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 図 、 図 １ ２
は 図 １ ０ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 図 、 図 １ ３ は 図 １ ０ の 蛍 光 観 察 内
視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ３ の 図 、 図 １ ４ は 図 １ ０ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明
す る 第 ４ の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2006-122234 A 2006.5.18



　 実 施 例 ３ は 、 実 施 例 ２ と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明 し 、 同 一 の 構 成 に
は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 励 起 光 を ２ 次 元 走 査 す る ス キ ャ ニ ン グ 手 段 を 形 状 可 変 ミ ラ ー ７ １
及 び x-y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー ７ ２ に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 x-y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー ７ ２ は 、 例 え ば 文 献 ” Micromashined scanning confocal opt
ical microscope OPTICS LETTERS Vol.21.No10.May,1996” に 示 さ れ る 微 小 共 焦 点 顕 微 鏡
に 開 示 さ れ て お り 、 公 知 で あ る の で 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 形 状 可 変 ミ ラ ー ７ １ は 観 察 処 理 装 置 ５ ４ の 形 状 可 変 ミ ラ ー 調 整 部 ７ ３ で 制 御 さ れ 、 ま た
x-y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー ７ ２ は 観 察 処 理 装 置 ５ ４ の ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー 角 度 調 整 部 ５ ８
で 制 御 さ れ る 。 　
　 観 察 処 理 装 置 ５ ４ の 画 像 合 成 部 ２ ５ で は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 通 常 画 像 の 画 像 領 域 上 に 蛍
光 画 像 を 有 す る 合 成 画 像 を 生 成 す る が 、 こ の と き 、 画 像 合 成 部 ２ ５ は ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー
角 度 調 整 部 ５ ８ か ら の ミ ラ ー 角 度 情 報 ６ ５ 及 び 形 状 可 変 ミ ラ ー 調 整 部 ７ ３ か ら の ミ ラ ー 形
状 情 報 ７ ４ に 基 づ い て 、 蛍 光 画 像 の 通 常 画 像 の 画 像 領 域 上 の 位 置 及 び 範 囲 を 算 出 し て 蛍 光
画 像 を 通 常 画 像 に 合 成 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　  こ の 結 果 、 本 実 施 例 で は 実 施 例 ２ の 効 果 に 加 え 、 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー 角 度 調 整 部 ５ ８
か ら の ミ ラ ー 角 度 情 報 ６ ５ 及 び 形 状 可 変 ミ ラ ー 調 整 部 ７ ３ か ら の ミ ラ ー 形 状 情 報 ７ ４ に 基
づ い て 、 図 １ １ に 示 す 形 状 可 変 ミ ラ ー ７ １ の 形 状 か ら 図 １ ２ に 示 す 形 状 可 変 ミ ラ ー ７ １ の
形 状 に 可 変 す る こ と で 、 図 １ ３ に 示 す よ う な 蛍 光 画 像 の 領 域 ６ ０ を 図 １ ４ に 示 す よ う な 領
域 ６ ０ に 可 変 し て モ ニ タ 部 ３ に 表 示 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 付 記 ］
（ 付 記 項 １ ）
　 所 定 波 長 の 励 起 光 を 発 光 す る 励 起 光 発 光 手 段 と 、
　 白 色 光 を 発 光 す る 白 色 光 源 と 、
　 前 記 励 起 光 を 被 検 体 に 伝 送 す る 第 １ の 光 伝 送 手 段 と 、
　 前 記 白 色 光 を 前 記 被 検 体 に 伝 送 す る 第 ２ の 光 伝 送 手 段 と 、
　 　 前 記 第 ２ の 光 伝 送 手 段 に よ り 伝 送 さ れ た 前 記 励 起 光 を 前 記 白 色 光 の 前 記 被 検 体 へ の 照
射 領 域 内 の 所 定 領 域 に 走 査 す る 励 起 光 走 査 手 段 と 、
　 前 記 励 起 光 走 査 手 段 と 前 記 被 検 体 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 励 起 光 を 前 記 被 検 体 に 集 光 さ
せ る 集 光 手 段 と 、
　 前 記 被 検 体 か ら の 前 記 白 色 光 の 反 射 光 を 受 光 す る 反 射 白 色 光 受 光 手 段 と 、
　 前 記 励 起 光 に よ り 前 記 被 検 体 よ り 励 起 さ れ た 蛍 光 を 受 光 す る 蛍 光 受 光 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 付 記 項 ２ ）
　 前 記 励 起 光 走 査 手 段 は 、 前 記 励 起 光 発 光 手 段 か ら の 励 起 光 と 前 記 白 色 光 源 か ら の 白 色 光
を 同 時 に 走 査 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え な い 範 囲 に
お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ２ 】 図 １ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 変 形 例 １ の 構 成 を 示 す 構 成 図
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【 図 ３ 】 図 １ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 変 形 例 ２ の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ４ 】 図 １ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 変 形 例 ３ の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ５ 】 図 ４ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ７ 】 図 ６ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 図
【 図 ８ 】 図 ６ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 変 形 例 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ９ 】 図 ７ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 図
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 図
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ３ の 図
【 図 １ ４ 】 図 １ ０ の 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ４ の 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ … 蛍 光 観 察 内 視 鏡 装 置
２ … 内 視 鏡
３ … モ ニ タ 部
４ … 観 察 処 理 装 置
１ １ … 白 色 光 源
１ ２ … レ ー ザ 光 源
１ ３ 、 １ ４ 、 ２ ０ … ハ ー フ ミ ラ ー
１ ５ … シ ン グ ル 光 フ ァ イ バ
１ ６ … x軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー
１ ７ … y軸 ス キ ャ ニ ン グ ミ ラ ー
１ ８ … 集 光 レ ン ズ
２ １ … PMT
２ ２ … 蛍 光 画 像 生 成 部
２ ３ … PD
２ ４ … 通 常 画 像 生 成 部
２ ５ … 画 像 合 成 部
　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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